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1.は　じ　め　に

地震時における,広い範囲の地盤の挙動や構造物の地

震応答を詳細に解析するためには,多数の観測点で地震

記録を得る必要があり,通常このために多チャネルのレ

コーダが用いられている.しかしこのようなシステムで

はチャネル数の増加に伴い安定性,信頼性が低下し経済

的にも不利で,またそれぞれの記録計の時間軸を一致さ

せることが困単であるなどの問題点があった.

これらの難点を解決するために,記録計の同一ヘッド

で同一磁気テープ上に多数の振動波形を時分割多重方式

で記録することにより.装置全体を小型化経済化すると

ともに時間軸の一致の問霜を同時に解決することを目的

として.装置の開発と試作を行い,実験によりその有効

性を確かめたのでど報告する.

なお本装置は本所田村研究宴の要請とど支援により開

発されたものである.

2.書式作装置の概要

地変計から得られる地震波形は.地盤の硬軟などによ

りDC～50Hz.またはDC～30Hz　程度の2種類であ

って,地震波の到着直後から数十秒程度の記録が必要と

される.記録装置としては,帯域幅DC～10kHz (FM

方式)のデータレコーダを選び,多重化されたアナログ

波形を記録することにした.クロック周波数は,この際の

波形歪みの観点から2.5kHzに選び,5データ/サイクル

以上で標本化するものとした.この場合, DC～30Hz

では16チャネル, IX:～50Hzでは8チャネルの多重化

が可能である.

試作装置の主要諸元を表1に,構成を図1に,その外

観を図2に,各部の同期信号の1例を図3に示す.

本装尚の動作の戯草は次の通りである.

(1)記鋲時

クロックパルス(A)によりシフトパルス発生器を駆動

表1　試作装置の主要諸元

チャネル数

標本化周波数

入力信号帯域幅

入力電圧

入力インピーダンス

出力電圧

出力インピーダンス

使用データレコーダ帯域幅

6.8. 10. 12. 14.16ch可変

2.5kHz/チャネル数

DC～50Hz

士0.5V

100 Kn

士5V

loft

DC-10kHz

図1　試作装置の構成

*東京大学生産技術研究所　試作工場
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し,スタートパルス(B)およびチャネルパルス(C)を発生

させるとともに,イ言号波をマルチプレクサにより時分割

多蚕信E3-とし,この信引こ同期パルス(D)を重畳しデー

タレコーダに記録する.

この波形の1例を図4に示す. (a)はデータレコーダ

人力波形, (b)は磁気テープ波形である.

図2　試作装置の外観

クロノクパルス

チャオ､ル/りレス

図3　6チャネルの場合の各部同期信号

a)正弦波(10Hz)の場合

(2)再生時

図4(b)のようなデータレコーダからの再生波形より

スタートパルス(B′)およびチャネルパルス(C′)を抽出

し.これによりiルチプレクサを駆動するとともに.250

ps遅れたパルス(E)(幅50ps)を発句:.させ,サンプルホ

ールド回路を駆動することによりアナログ波形に再生す

る.

3.試作装置の動作

本装置に周波数10Hzおよび30Hzの正弦波信号を入

力し,それぞれ多豪産8チャネルおよび16チャネルで記

録,再生を行った結果を図5に示す.また,この再生波形

図4　データレコ-ダ記録波形の1例

(a)記録波形　(b)再生波形

b)正弦波(30Hz)の場合

図5　本装置による記録.再生波形

a)正弦波(10Hz)の場合
ら)正弦波(30Hz)の場合

図6　低域フィルタ通過後の再生波形
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図7　記録波の周波数に対する歪み率

を低域フィルタ(カニ70Hz, 12dB/∝t)に通過させた

ものを図6に示す.

図7は記録,再生された信号の周波数対歪み率特性を,

チャネル数を′ヾラメータとして示したものである. 10チ

ャネル以下で使用する場合の歪み率は3-5 %と良好であ

る.なお入力信号振幅の増加に伴う非直線歪みは士0.5V

の範囲内では無視できる程度である.

本装置と地震計を接続して記毒乱　再生する実験も.杏

所田村研究室において行われたが,掛こ問題はなく実用

が可能であるとの見通しを得ている.

4.あ　と　が　き

本装置は.実降の地震波形の記録･試験を行うため,

現在本所内に設置され稼働中である.今後,本装置から

の再生波形をデジタル化し,電子計算機に入力させるこ

と,あるいは地震波形を直接デジタル化し,記録するこ

と等についても考慮中である.

終わりに本装置の開発の機会を与えてくださった本所

第1部田村教授,本装置の仕様の検討,ならびに性能試

験に関してど援助いただいた田村研究室の加藤助手,本

装置の設計に関してど教示いただいた本所第3部高羽教

授(試作工場技術顧問)に謝意を表する次第である.

(1980年6月18日受理)
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図8　本所内で実測された地髭波形(6ch)
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